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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、

市
の
花
「
サ
サ
ユ
リ
」
市
の
木
「
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
」
市
の
鳥
「
コ
ノ
ハ
ズ
ク
」
市
の
石
「
松

脂
岩
」
市
の
カ
エ
ル
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
自
然
と
共
生

を
図
り
な
が
ら
新
城
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

長
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
急
速
に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
社
会
な
ど
激
動
の
変
革
期
を
迎
え
る

な
か
、「
第
一
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
本

市
の
将
来
像
「
市
民
が
つ
な
ぐ　

山
の
湊　

創
造
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年
よ
り

「
新
城
版
こ
ど
も
園
」「
自
治
基
本
条
例
」「
自

治
人
事
制
度
」「
新
庁
舎
建
設
」
の
４
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
手
を
始
め
、
各
種

事
業
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
で
あ

る
新
城
市
と
し
て
の
役
割
を
、
責
任
を
持
っ

て
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
医
療
体
制
の
再
生
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
の
充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
当
地
方
で
の
懸
案
と
さ
れ
て
い

ま
す
産
科
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
６

月
の
開
設
を
目
標
に
公
設
助
産
所
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
が
安
心
し

て
住
み
続
け
て
い
け
る
将
来
へ
の
布
石
と
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

産
業
や
経
済
活
動
を
支
え
る
「
新
東
名
高

速
道
路
」
お
よ
び
「
三
遠
南
信
自
動
車
道
」

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
の
供
用
開

始
を
目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
両
道
路
が
開
通
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
ち
の
飛
躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

今
、
地
方
自
治
体
で
は
個
性
豊
か
な
活
力

に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
し
い
地
方
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し

い
体
力
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と
っ
て

本
年
が
幸
せ
に
満
ち
た
１
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
も

新
た
に
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
議
会
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た

こ
と
を
議
員
一
同
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

顧
み
れ
ば
、
昨
年
は
市
制
５
周
年
記
念
式

典
が
子
ど
も
た
ち
の
演
出
に
よ
り
、
和
や
か

な
中
で
か
つ
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
合
併
後
の
市
一
体
化
の

醸
成
が
一
層
進
ん
だ
あ
か
し
で
も
あ
り
、
市

民
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
し
て
本
当
に
喜

ば
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

昨
今
の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
審
議
機
関
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
り
ま
す
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

よ
る
議
会
中
継
な
ど
の
開
か
れ
た
議
会
の
取

り
組
み
や
委
員
会
活
動
の
充
実
、
ま
た
、
市

民
の
皆
様
と
の
約
束
事
を
定
め
た
議
会
基
本

条
例
の
策
定
な
ど
議
会
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
伝
統

文
化
そ
し
て
人
々
の
温
か
い
心
が
あ
り
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
生

か
し
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
、
若
者
の
定
住

対
策
な
ど
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
議
会
へ
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
今
年
が
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新城市長
穂積亮次

新城市議会議長
荒川修吉

ひ
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
と
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32-1026
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22-2861

35-0811

24-1661

35-0022

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent.hp.infoseek.co.jp/
をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科
診療時間―――――――――
午後8時～午後11時
受付　―――――――――――
午後7時30分～午後10時30分
開設日――――――――――
月、火、金、土、日曜日
（祝日は除く）
休診日――――――――――
水、木曜日、国民の祝日
および年末年始
開設場所　―――――――――
新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（新城市民病院東側隣接地）
　24-1161
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　鳳来寺は、1,300 年以上も前に
利修仙人によって開山され、利修
仙人が山中に住んでいた 3 匹の鬼
の首をはねて守護神として祀り、
その供養にと寺の僧が村人ととも
に踊ったのが鳳来寺田楽の始まり
だと言われています。
�現在は毎年 1 月 3 日に行われて
います。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

米田内科（平井）

のだクリニック（中市場）

内山医院（平井）

静巌堂医院（副川）

ながしのクリニック（長篠）

くまがい医院（富永）
さくら眼科（上平井）

荻野医院（長篠）

今泉病院（栄町）

緑が丘診療所（緑が丘）

あいきょうクリニック（大野田）

おさだファミリークリニック（本町）
石川整形外科クリニック（平井）

しんしろフィットクリニック（川路）

緑が丘診療所（緑が丘）

あいきょうクリニック（大野田）

星野病院（大野）

おさだファミリークリニック（本町）
皮フ科新栄クリニック（平井）
春日眼科（杉山）

中根医院（本町）

米田内科（平井）
皮フ科新栄クリニック（平井）

のだクリニック（中市場）

内山医院（平井）

西新町内科整形外科外科医院（東新町）

茶臼山厚生病院（富沢）

しんしろフィットクリニック（川路）

中村医院（的場）

ほうらいクリニック（大野）

むらまつ内科（東新町）
春日眼科（杉山）

ちさと医院（杉山）

高木内科医院（栄町）

宮本病院（海老）

中根医院（本町）

静巌堂医院（副川）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1
［ 鳳来寺田楽］

今 月 の 人 口
平成22年12月1日現在
（前月比）

総人口…… 50,703人（－23）
男………… 24,967人（－14）
女………… 25,736人（　－9）
世帯数……………… 16,649

出生……31人
死亡……53人
転入……84人
転出……87人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

月

女男男女男男女女女女男男男女男男女男女男男男男女女女男男

徹佑
介

幹
久

慎
司

健
二

学重
春

良
仁

チ
ア
ゴ
チ
ワ
タ

隆
浩

健
一

和
弘

明
広

達
弥

緩
哲

緩
哲

博
仁

雄
登

博
正

信
太
朗

幸
洋

雅
典

秀
樹

佳
奈

悦
弘

和
也

之
政

ア
ン
デ
ル
ソ
ン

川

田

原

富

沢

平

井

川

田

本

町

平

井

上

吉

田

川

田

原

大

野

田

川

田

原

川

田

東

新

町

大

野

田

豊

島

平

井

平

井

徳

定

杉

山

川

田

杉

山

川

田

八

束

穂

川

田

原

大

野

川

路

多

利

野

大

野

田

大

野

田

氏　
　
　

名　
　
　
　
性
別　

　
保
護
者　
　
　

地　

区

11月届出分元気でよい子に…
※11月1日～30日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

　
　
　
　
　

1
月
の
番
組
表

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

1
月
1
日

　

～
1
月
12
日

1
月
12
日

　

～
1
月
19
日

1
月
19
日

　

～
1
月
26
日

1
月
26
日

　

～
2
月
2
日

・
聞
い
て
下
さ
い
私
の
話�

・
八
名
中
学
校　

1
週
目�

・
ニ
ュ
ー
ス　

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
！

　

〜
J
リ
ー
ガ
ー
へ
の
道
〜�

　

J
1
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
D
F
深
谷
友
基
氏

・
新
城
マ
ラ
ソ
ン�

・
八
名
中
学
校　

２
週
目�

・
キ
ラ
リ
☆
見
ぃ
〜
つ
け
た
！

　

新
城
高
校　

小
野
田
圭
吾
君�

　
　

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

　
　

農
業
情
報
処
理
競
技　
�

　
　

最
優
秀
賞
＆
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

新
春
特
別
番
組�

・
市
長
あ
い
さ
つ　

・
議
長
あ
い
さ
つ�

・
最
近
ど
う
だ
ん
？

放
送
日

番
組
内
容

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　
　info

@
city.shinshiro

.lg
.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
12
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

2歳　（平成20年2月15日生まれ）

父　鈴木通之さん・母　貴恵さん（新城・稲木）

集
ま
れ
!
ち
び
っ
子
広
場
に
登
場
す
る「
ち
び
っ
子
」を

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
1
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

ピアノコンサート !

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　
②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　　
⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6

時
30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

丈真くん

・
新
城
市
成
人
式�

・
黄
柳
野
小
学
校　

４
週
目�

・
ニ
ュ
ー
ス　

ま
ち
づ
く
り
大
茶
話
会

　

〜
自
治
基
本
条
例
を
考
え
よ
う
〜

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　

23
‐
7
2
9
6

   hisho
-2@

city.shinshiro
.lg

.jp

秘
書
広
報
課　
　

23
‐
7
6
2
3　

23
‐
7
2
9
6

   hisho
-2@

city.shinshiro
.lg

.jp

金
指　

志
和

中
嶌　

陸
斗

　

桐
明
日
斗

夏
目　

詩
音

本
田　

天
翔

山
本　

惣
士

平
田
亜
衣
奈

宮
島　

由
奈

エ
リ
ア
ス
栞

竹
内　

冬
華

片
山　

結
翔

小
川　

正
仁

河
口　

大
晟

長
谷
川
零
弥

山
口　

零
央

山
口　

莉
央

内
藤
菜
々
香

�
泉　

改
崇

水
野　

り
こ

今
村　
　

颯

夏
目　
　

駿

篠
宮　

聖
弥

田
中　

孝
大

菅
沼　

杏
羽

齋
藤　

未
宙

河
田　

琉
花

依
田　

快
凛

オ
オ
シ
ロ

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ

ケ
ン
ジ

ふ
か　
や
ゆ
う
き

お

の

だ

け
い

ご

　
　
　

し　

な

　
　
　

り
く

と

　

あ

す

と

　
　
　

し

の
ん

　
　
　

た
か

と

　
　
　

そ
う　
じ

　

あ

い

な

　
　
　

ゆ　

な

　
　
　
　

し
お
り

　
　

ふ
う

か

　
　

ゆ
う

と

　
　

ま
さ
ひ
と

　
　
　

た
い
せ
い

　
　

れ

み

　
　
　

れ

お
ん

　
　
　

り

お
ん

　

な　

な　

か

　
　
　

あ
ら

た

　
　
　
　
　

は
や
て

　
　
　
　
　

し
ゅ
ん

　
　

せ
い　

や

　
　

こ
う
だ
い

　
　

あ
ず

は

　
　

み 

ひ
ろ

　
　
　

る　

か

　
　

か
い

り

すず き みちゆき たか え

じょう ま
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児
童
ク
ラ
ブ
加
入
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

地
域
振
興
課　
　

32
‐
1
9
8
2

就
学
援
助
費
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

教
育
総
務
課　
　

23
‐
7
6
5
1

児
童
課　
　

23
‐
7
6
2
2

市
民
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
病
院
総
務
課　
　

23
‐
7
8
5
2

実
施
場
所
一
覧

　

４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
幼

児
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
５
、
４
歳
児
の
入
園
を

優
先
的
に
行
い
、
３
歳
児
は
生
年

月
日
順
と
し
ま
す
。

募
集
人
数

　

新
城
幼
稚
園　

250
人

　

八
名
幼
稚
園　

200
人

入
園
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
３
歳
児
以
上
で
、

　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

　

ま
で
の
幼
児

　

５
歳
児

　
　

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
18
年

　
　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

　

４
歳
児

　
　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
19
年

　
　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

　

３
歳
児

　
　

平
成
19
年
４
月
２
日
〜
20
年

　
　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

入
園
願
書
の
交
付
期
間

　

１
月
11
日
（火）
〜
14
日
（金）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

受
け
付
け
お
よ
び
面
接
期
間

　

１
月
12
日
（水）
〜
14
日
（金）

※
入
園
願
書
の
提
出
時
に
面
接
を

　

行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と

　

一
緒
に
幼
稚
園
へ
ご
来
園
く
だ

　

さ
い
。

保
育
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
な
お
、
心
身
の
発
達
の
程
度
や

　

季
節
に
応
じ
て
短
縮
保
育
を
行

　

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料

　

月
額　

７,
０
０
０
円

預
か
り
保
育

　

希
望
す
る
５
歳
児
対
象

　

５
月
〜
平
成
24
年
３
月　

　

午
後
３
時
〜
５
時

※
夏
季
・
冬
季
休
業
日
は
午
前
中

預
か
り
保
育
料

　

月
額　

３,
０
０
０
円

※
お
や
つ
代
、
教
材
費
は
別
途

　

１,
０
０
０
円

※
詳
細
は
、
教
育
総
務
課
ま
た
は

　

各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
で
、

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方
に
、
給

食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
援
助
を

し
て
い
ま
す
。
新
入
学
児
童
・
生

徒
を
含
め
て
、
来
年
度
分
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　

引
き
続
き
援
助
を
希
望
す
る
方

　

も
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

援
助
を
受
け
ら
れ
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
め
た
方

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

　

停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

②
市
税
条
例
に
基
づ
く
市
民
税
が

　

非
課
税
の
方
ま
た
は
減
免
を
受

　

け
て
い
る
方

③
県
税
条
例
に
基
づ
く
個
人
事
業

　

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
市
税
条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産

　

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑤
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年

　

金
の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て

　

い
る
方

⑥
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

　

く
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

　

受
け
て
い
る
方

⑦
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

　

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

　

い
る
方

⑧
世
帯
厚
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る

　

貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
方

⑨
そ
の
ほ
か
、
①
〜
⑧
以
外
の
方

　

で
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

　

た
方

受
付
期
間

　

１
月
５
日
（水）
〜
28
日
（金）

提
出
書
類

　

申
請
書
と
と
も
に
①
〜
⑧
に
該

　

当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を

　

添
え
て
教
育
総
務
課
へ
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入
申

込
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

下
校
後
〜
午
後
６
時
（
土
・
日

　

曜
日
、
祝
日
、
休
校
日
を
除
く
）

※
春
･
夏
･
冬
休
み
の
期
間
中
は

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

　

遊
び
や
自
主
学
習
を
中
心
と
し

　

た
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供

　

し
ま
す
。

　

就
労
な
ど
に
よ
り
下
校
後
児
童

　

を
養
育
で
き
な
い
家
庭
の
１
〜

　

３
年
生

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
４
年

　

生
以
上
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

保
護
者
負
担
金

　
　

月
額
５,
０
０
０
円

　
　

（
８
月
は
８,
０
０
０
円
）

※
別
途
、
傷
害
保
険
料
と
し
て
年

　

額
600
円
が
必
要
で
す
。

申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

　

配
布
は
１
月
17
日
（月）
か
ら
、
受

　

付
期
間
は
１
月
31
日
（月）
か
ら
２

　

月
18
日
（金）
ま
で
で
す
。
児
童
課

　

お
よ
び
鳳
来
総
合
支
所
地
域
振

　

興
課
で
行
い
ま
す
。

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　

１
月
４
日
（火）
か
ら

　

市
民
病
院
総
務
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　

１
月
２４
日
（月）
〜
３１
日
（月）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

市
民
病
院
総
務
課

採
用
条
件

　

試
験
を
行
い
、
合
格
者
は
３
カ

　

月
間（
４
月
〜
６
月
）の
試
行
期

　

間（
臨
時
職
員
）の
評
価
に
よ
り

　

正
規
採
用（
７
月
採
用
予
定
）と

　

す
る
。

試
験
日

　

２
月
１７
日
（木）

試
験
内
容

　

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

平
成
23
年
度
幼
稚
園
入
園
の
受
け
付
け
を
し
ま
す

教
育
総
務
課　
　

23
‐
7
6
5
1

新
城
幼
稚
園　
�

22
‐
0
0
4
5

八
名
幼
稚
園　
�

26
‐
0
0
0
9

※
定
員
に
対
し
て
申
し
込
み
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
は
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
小
学
校

定　

員

場　
　
　
　
　

所

ク
ラ
ブ
名

鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ

庭
野
児
童
ク
ラ
ブ

八
名
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
東
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
西
児
童
ク
ラ
ブ

千
郷
児
童
ク
ラ
ブ

中
央
児
童
ク
ラ
ブ

新
城
児
童
ク
ラ
ブ

鳳
来
中
部
小
学
校
内

庭
野
公
民
館
内

老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
内

東
郷
東
小
学
校
内

東
郷
東
小
学
校

東
郷
西
小
学
校
内

東
郷
西
小
学
校

千
郷
中
学
校
内

千
郷
小
学
校

八
名
小
学
校

庭
野
小
学
校

鳳
来
中
部
小
学
校

ち
さ
と
館
内

千
郷
東
保
育
園
内

中
央
保
育
園
内

新
城
小
学
校
内

薬
剤
師

栄
養
士

医
事
事
務
職
員

施
設
管
理
職
員

３５
歳
以
下
で
、
薬
剤
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
２３
年
３
月
ま
で
に
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

１
人

１
人

１
人

１
人

新
城
小
学
校

25
人

45
人

各
25
人

10
人

10
人

10
人

各
25
人

職　
　

種　
　
　
　

人　

員

受
験
資
格
（
年
齢
・
学
歴
・
免
許
）

　
　
　
　
　

※
年
齢
は
３
月
末
現
在

５０
歳
以
下
で
、
ボ
イ
ラ
ー
２
級
お
よ
び

危
険
物
取
扱
者
（
乙
４
）
の
資
格
を
有
す
る
方

３０
歳
以
下
で
、
大
学
ま
た
は
短
大
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

４０
歳
以
下
で
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
方
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市
農
業
委
員
会
事
務
局　
　

23
‐
7
6
3
3

企
画
課　
　

23
‐
7
6
2
0

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
の
お
知
ら
せ

「
し
ん
し
ろ 

山
の
湊 

ふ
る
さ
と
寄
附
」制
度
の
お
知
ら
せ

　

来
年
度
は
任
期
満
了
に
よ
る
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
選
挙
権
・
被

選
挙
権
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
農
業
者
の

方
の
み
が
有
す
る
も
の
で
す
。

　

選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
資
格
要

件
に
該
当
す
る
農
業
者
の
方
か
ら

提
出
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
登
載
申
請
書
を
基
に
、
そ
の

資
格
要
件
を
審
査
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
調
製
（
作
成
）

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
が
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
た
と
え
資
格

要
件
に
該
当
す
る
方
で
も
選
挙
の

際
に
投
票
も
立
候
補
も
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

選
挙
人
登
載
申
請
書
は
、
資
格

要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

の
世
帯
に
、
生
産
組
合
長
を
通
じ

て
平
成
22
年
12
月
中
に
配
布
し
ま

す
。

　

な
お
、
市
外
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
方
、
相
続
な
ど
で
新
た
に

農
地
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た

方
な
ど
、
農
業
経
営
の
把
握
が
難

し
い
場
合
に
は
、
選
挙
人
登
載
申

請
書
が
配
布
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
資
格
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
で
、
12
月
中
に
選

挙
人
登
載
申
請
書
が
お
手
元
に
届

か
な
い
場
合
に
は
、
市
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

資
格
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
20
歳
以

上
（
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

　

耕
作
の
業
務
を
営
む
方

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の

　

配
偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日

　

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

提
出
期
限

　

１
月
10
日

（祝）

提
出
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

①
生
産
組
合
長
に
提
出
す
る
。

②
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業

　

課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　

支
所
地
域
整
備
課
）に
持
参
す
る
。

　

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

　

祝
日
は
、
本
庁
ま
た
は
鳳
来
・

　

作
手
各
総
合
支
所
の
日
直
室
（
午

　

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　

分
ま
で
）

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
森
と
水
、

福
祉
・
健
康
、
観
光
・
交
流
、
教

育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た

だ
く
「
し
ん
し
ろ 

山
の
湊 

ふ

る
さ
と
寄
附
」
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
税
の
控
除
対

象
と
な
り
、
個
人
か
ら
寄
附
を
し

て
い
た
だ
く
場
合
、
寄
附
額
が
５,

０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
は
、
住

民
税
や
所
得
税
の
軽
減
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
法
人
か
ら
寄
附

を
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
全
額

経
費（
損
金
）扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
謝
礼
と
し
て
、
１
万
円

以
上
２
万
円
未
満
の
寄
附
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
市
の
施
設

の
入
場
券
を
、
２
万
円
以
上
の
寄

附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

鳳
来
牛
な
ど
の
特
産
品
を
お
贈
り

い
た
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
個
人
か

ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
の

み
）

　

ふ
る
さ
と
の
景
観
保
全
、
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
の
項
目

・
ふ
る
さ
と
の
森
と
水
を
守
る
た

　

め
の
事
業 
 

・
ふ
る
さ
と
の
福
祉
・
健
康
の
推

　

進
の
た
め
の
事
業 

・
ふ
る
さ
と
の
観
光
・
交
流
の
推

　

進
の
た
め
の
事
業 

・
ふ
る
さ
と
の
教
育
環
境
を
充
実

　

さ
せ
る
た
め
の
事
業 

謝
礼

・
１
万
円
以
上
２
万
円
未
満

　

「
設
楽
原
歴
史
資
料
館
」

　

「
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
」

　

「
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
」

　

「
鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な
」

　

の
入
場
券
を
各
２
枚
ず
つ

・
２
万
円
以
上

　

「
鳳
来
牛
」
、「
猪
肉
」
、「
自
然

　
　

薯
」
の
い
ず
れ
か
1
品

み
な
と
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総
合
政
策
部　
　

23
‐
7
6
7
3

　「新城市自治基本条例を考える市民会議」では、市のルールブックとも憲法ともいわれる条例

「自治基本条例」の制定に向け、まず、新城市民が新城市で元気に幸せに暮らしていくためには

どんなことが必要か、どんな仕組みが必要かを皆さんのご意見を聞きながら検討しています。

　今回は、平成22年11月号に引き続き平成22年６月12日（土）に開催した「まちづくり大茶話会

（カフェ）・しんしろ」の約100人の市民の方の声をご紹介します。

《ふれあい》
あいさつ　小さなヘルプ　地域住民とのふれあい　市内を見て歩く　いろいろな人と話す　仲間を
つくる　安全なまちづくり　助け合い　相手の立場、共に話し合える場所　考え方を理解するよう
努力する　人とのかかわりを大切にする　時間があれば少し話をする　みんな顔見知りのまち　地
域の人たちとのふれあいの場をつくる（教室・習い事）　女性が参加しやすい場所づくり　小さな
まちだからまとまりが良い　ほかの市民の方の意見や思いを聞けるような会への参加　自由に自分
の思いや平和のことが話せる語らいのあるまち　議会の方たちに市民と良くコミュニケーションを
とっていただく　など
《コミュニティー活動・実践》
消防団　体育振興会　世界の桜の園　青年会議所活動　出会いの会　フォークなひととき　大勢の
方が参加できるイベント　地区（行政区）行事・お祭・奉仕作業に参加　市民大会の開催　短歌の
指導　地域担当制度　まちづくり事業　新城が一つになれるようなイベント　老人クラブのボラン
ティア　今一人暮らしでお困りの方へ豆腐・油揚げおそうざいなどを届けている　放下保存会の活
動　おやじの会　自分の役割を精一杯やる　地域づくり会議（座談会）　など
《子ども》
地区の子どもたちに歌舞伎　しっかりと父親　PTA役員　小学生の登校の付き添い　子ども会　子
どもの登校時にあいさつ　絵本の読み聞かせ　子どもたちにこの地域の良さ、変わり具合（環境面）
を伝えたい　伝統ある市民芸能の保存を大切にしたい　子どもと一緒に楽しくいろいろな行事に参
加　子どもたちに地域の歴史を教え、地元の山登りなどをする　子どもと自然の中で遊ぶ→子ども
にもしんしろの良さを伝えたい　学校に行けない子の力になる　新城の未来を担う子どもたちの郷
土愛を育むためのお手伝い　など
《環境》
桜の手入れ　ごみゼロ運動　ホタル見学　環境あいうえお　環境関係の市民団体に加入　花いっぱ
い運動緑化運動　通勤途中のゴミ拾い　きれいな水を流す　豊川の清流と自然を守る（川に子ども
を呼びもどす）　自然環境の良さ、歴史のある街の意味を感じられる教育（学びの場）　周りの景
観を変えている　自然と史跡を生かした観光地をPRし、バス会社などと連携し市外の方に来てもら
う　など
《スポーツ》
スポーツを通じて地元へ貢献　シニアソフト（地区のチームに参加）　すねえもんマラソン　青少
年の育成を兼ね少年サッカーを指導している　など
《農業》
四谷の千枚田で（生まれて初めて）農業　米の生産　畑・野菜作り　有機無農薬農業　引き継いだ
家業（農林業）をしっかり守る（自立自活）　地産地消　など
《情報発信》
情報発信　新城や奥三河の情報発信〔フリーペーパー、ホームページ（ブログ）〕　情報をうまく
分かりやすく出す　新城のよい所を口コミにより紹介　過疎地区の人たちに行政情報（病院、福祉、
まちづくり、くらし全般）を伝える　新城のイメージアップになるような話をしています（機会あ
るごとに）　など
《そのほか》
地元での買い物　季節のものをおいしく食べる　一人の笑顔を　『音楽』がある街　地域の方が同
じ課題として取り組む　人生楽しく楽しく　チャレンジ精神　市内の歓楽街がなくならないように
協力　芸術面で協力し文化的なまち　昼食会（定期的）の企画実施　若者を地域が育てる文化づく
り　自治の推進と地区への分権　山間部の交通手段の確保　交通の充実　など

「
ま
ち
づ
く
り
大
茶
話
会（
カ
フ
ェ
）・
し
ん
し
ろ
」

新
城
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
⑤

〔第2話〕ずっと住み続けたくなる“しんしろ”になるために、
           私たちができることは、なんだろう
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投
票
で
き
る
方

投
票
所
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
次
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
平
成
３
年
２
月
７
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
22
年
10
月
19
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

　

市
内
に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

　

て
い
る
方　

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

平
成
22
年
10
月
20
日
以
降
に
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
市
内
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、「
前
住
所

地
」
で
、
市
内
か
ら
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出

さ
れ
た
方
は
、「
新
城
市
」で
の
投
票
と
な
り
ま

す
。

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
投
票
す
る
際
に
は
、
市
町

村
長
が
発
行
す
る
証
明
書
（
引
き
続
き
県
内
に

住
所
を
有
す
る
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
ま
た
は
前
住
所
地
の
住
民
担
当

課
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
「
投
票
所
入
場
券
」
は
、
１
月
20
日
（木）
に
郵

送
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
に
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
が

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
投
票
所
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入

場
券
を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
介
護
が
必
要
な

方
で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
、

郵
便
な
ど
に
よ
り
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
下

段
の
表
に
該
当
す
る
方
で
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
方
法

　

２
月
２
日
（水）
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
提
示
（
代
理
人

持
参
・
郵
送
可
）
し
、
投
票
用
紙
の
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市
選
挙
管

　

理
委
員
会
事
務
局
へ
お
早
め
に
お
申
し
出
く

　

だ
さ
い
。

　投票日に仕事や旅行、買い物、冠婚葬
祭などの予定がある方は、投票日の前に
投票することができます。期間にご注意
ください。

■市役所　
　1月21日（金）～2月5日（土）
　〈16日間〉
　午前8時30分～午後8時

■鳳来・作手各総合支所
　1月29日（土）～2月5日（土）
　〈8日間〉
　午前8時30分～午後8時
いずれの期日前投票所でも投票で
きます。

　都道府県選挙管理委員会
が不在者投票施設に指定す
る病院や老人ホームに入院・
入所している方は、その施
設内で投票することができ
ます。希望する方は、施設
の管理者にお申し出くださ
い。
〇市内の指定病院・指定施設　
　　新城市民病院
　　 茶臼山厚生病院
　　 星野病院
　　 宮本病院
　　 養護老人ホーム 寿楽荘
　　 特別養護老人ホーム 麗楽荘
　　 特別養護老人ホーム くるみ荘　
　　 ケアハウス ビラほうらい
　　 介護老人保健施設 サマリヤの丘
　　 ケアハウス 和光ハイム

〇市外の指定病院など
　　 豊橋市民病院
　　 豊川市民病院　など

市選挙管理委員会事務局

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
代
理
記
載
制
度
、
代
理

投
票
、
点
字
投
票
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病院などでの投票

投票所が変わります

期日前投票をご利用ください

あなたの地域の投票所 （投票所入場券でご確認ください）

東郷西投票区では、投票所が
平井公民館になります。

身体障害者
手帳

戦傷病者
手帳

介護保険�
被保険者証

両下肢・体幹・移動機能

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
直腸・小腸

免疫・肝臓

両下肢・体幹

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
直腸・小腸・肝臓

1級もしくは2級

1級もしくは3級

1級から3級

特別項症から第2項症

特別項症から第3項症

要介護状態区分が「要介護5」

区　　分�　　　　障　害　名�　　　　 　 障害の程度

郵便などによる投票の対象者

新町

入船

杉山

野田

豊島

東郷西

東郷中

東郷東

舟着

八名南

八名北

庭野

長篠

能登瀬

大野

巣山

鳳来寺

海老

連谷

布里

愛郷

山吉田

黄柳野

鳳来東

菅守

開成

巴

協和

東新町公民館

新城市勤労青少年ホーム

ちさと館(西部公民館)

野田公民館

千郷西保育園

平井公民館

東郷中保育園

東郷東保育園

塩沢構造改善センター

富岡ふるさと会館(富岡公民館)

一鍬田公民館

庭野公民館

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

鳳来中央集会所

巣山老人憩の家

玖老勢コミュニティプラザ

海老構造改善センター

連谷小学校体育館

鳳来西小学校体育館

愛郷公民館

山吉田トレーニングセンター

黄柳野小学校体育館

鳳来東小学校体育館

農村集落多目的共同利用施設

開成小学校

巴小学校

農村環境改善センター

東新町、西新町、弁天

本町、入船、新城中町、栄町、橋向、的場

片山、徳定、山、臼子、今出平、杉山、石田

諏訪、野田、中市場、稲木、上市場東住宅

大野田、豊島、川田、川田原、上市場西住宅

平井、上平井、矢部、富沢、富永

大宮、牛倉、須長、八束穂、竹広、川路 

浅谷、出沢、横川、大海、有海、緑が丘

市川、塩沢、鳥原、吉川

小畑、中宇利、富岡東部、富岡中部、
富岡西部

黒田、一鍬田、八名井、東清水野

庭野 

長篠西、本郷、富保、内金上、内金下、蔵平、
小川、栗衣、大平、本久、杉下、芳ケ入
能登瀬、名越、橋平、湯谷、槙原、ドウデイ、
柿平
東矢田、阿寺大沢、井代、睦平、細川、
浅畑、下平、寺林、大峠、引地、大野
秋葉巣山、七郷一色

玖老勢、副川、門谷
海老千原田、海老下町、海老中町、海老丁塚、
海老副川、海老山中、海老須山、海老入洞、
海老川売
四谷、連合

布里、只持、一色、塩瀬、源氏

島田、恩原、大輪、湯島 

高野、竹ノ輪、上新戸、中新戸、下新戸、
柿本、五反田、定国、紺東、紺西、大田輪、
山吉田山中、小阿寺、上吉田

多利野、黄柳野

名号、池場、鳳来川合

守義、菅沼、木和田、善夫

黒瀬、西田原、東田原、岩波、南中河内、
北中河内、明和
長者平、鴨ケ谷、市場、作手須山、北畑、
野郷、作手川合、相寺
和田、見代、戸津呂、杉平、赤羽根、小林、
東高松、大和田、田代

投票区�　　　　　投　票　所　　　　　　　　　　　行　政　区

23-7617
senkyo@city.shinshiro.lg.jp

任期満了に伴う愛知県知事選挙が、1月20日(木)に告示され、投票が2月6日(日)に行われます。
皆さんの大切な一票を生かすため、必ず投票に出かけましょう。

2月
6日
（日）

午前7時～
　午後8時

投票日
投票時間

JA

防災センター
国道151号

東新町

JR飯田線

平井公民館 東
郷
西
小
学
校



13 2011／1 122011／1

す
っ
き
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
教
室

パ
ー
ト
２
（
要
予
約
）

広
告

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

市
観
光
協
会

　

32
‐
0
0
2
2

市
民
保
険
課

　

23
‐
7
6
2
5

市
民
保
険
課

　

23
‐
7
6
2
5

生涯学習課　　23‐7654
　

平
成
23
年
の
成
人
式
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
臨
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

１
月
９
日
（日）　

午
後
１
時
30
分

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
可
能
な

　

限
り
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

　

年
に
１
度
の
健
診
、
今
年
は
も

う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
。
忙
し
く

て
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
集
団
で
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

１
月
18
日

（火）
・
23
日

（日）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　

西
部
公
民
館　

　

基
本
項
目
（
身
体
計
測
・
血
圧
・

　

尿
検
査
・
血
液
検
査
な
ど
）
大

　

腸
が
ん
検
診
・
骨
密
度
測
定

　

新
城
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

で
今
年
度
特
定
特
定
健
康
診
査

　

未
受
診
者

　

一
日
70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

１,
５
０
０
円

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て
運

動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
メ

タ
ボ
対
策
し
ま
せ
ん
か
。
年
末
年

始
で
身
体
に
つ
い
た
余
分
な
も
の

を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。 

　

１
月
６
日
〜
３
月
24
日

　

毎
週
木
曜
日
（
12
回
実
施
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
初
回
の
み
９
時
30
分
か
ら

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

市
内
在
住
の
方

　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
新
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
作
品
展
」

 

本
会
陶
芸
教
室
、
木
工
教
室
の

受
講
生
が
創
意
工
夫
し
、
心
を
込

め
て
作
り
上
げ
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
受
講
の
成
果
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

１
月
５
日

（水）
〜
31
日

（月）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
５
日
は
正
午
か
ら
展
示

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
平
成
22
年
12
月
28

　

日
〜
1
月
4
日
お
よ
び
火
曜
日

観
来
館
1
月
の
展
示

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

広
告

ヘ
ル
ス
ケ
ア
健
診
（
要
予
約
）

新
春
大
笑
い
「
新
城
寄
席
」

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／離婚
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

聞
い
て
く
だ
さ
い
私
の
話

　

市
で
は
、
市
内
に
住
む
小
・
中

学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
聞
い
て
く
だ
さ
い
私
の
話
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

１
月
８
日

（土）

　

午
前
９
時
10
分

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

自
分
、
友
達
、
出
会
い
、
夢
、

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
歴
史
・
文
化
な

　

ど
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の
思
い

　

を
熱
く
語
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
大
き
な
口
を
あ
け
て

笑
い
ま
し
ょ
う
。
笑
顔
が
み
ん
な

を
元
気
に
し
ま
す
。

　

２
月
12
日

（土）

　

午
後
２
時
開
演

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
演

・
豊
橋
天
狗
連

　
　

鶴
橋
減
滅
渡

　
　

微
笑
亭
さ
ん
太

　
　

望
々
亭
み
る
く

　
　

橘
亭
郵
便
箱

　
　

小
呂
比
家
念
挫

　

一
般 
 
　
　

500
円

　

高
校
生
以
下　

100
円

　

年
末
年
始
は
鳳
来
寺
山
へ
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

鳳
来
寺
除
夜
の
鐘
つ
き

　

平
成
22
年
12
月
31
日

（金）

　

午
後
10
時

　

鳳
来
寺
鐘
楼

※
大
晦
日
の
鳳
来
寺
山
パ
ー
ク
ウ

　

ェ
イ
駐
車
場
は
午
後
10
時
か

　

ら
夜
間
特
別
営
業
を
行
い
ま

　

す
。

鳳
来
寺
山
初
詣

　

１
月
１
日

（祝）

　

午
前
０
時

　

鳳
来
寺
本
堂
・
鳳
来
山
東
照
宮

鳳
来
寺
田
楽

　

１
月
３
日

（月）

　

午
前
10
時

　

鳳
来
寺
本
堂
前
の
田
楽
堂

　

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
三

　

河
の
田
楽
」
の
一
つ
「
鳳
来
寺

　

田
楽
」の
28
演
目
が
ほ
ぼ
１
日

　

を
か
け
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

鳳
来
寺
山
初
詣

【
に
こ
に
こ
】

第
9
回

　

1
月
28
日

（金）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

リ
ト
ミ
ッ
ク
（
音
楽
遊
び
）

　

未
就
園
児
と
そ
の
親

　

無
料

　

参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　

で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象

に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し

く
、
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　

1
月
15
日

（土）　
　
　
　

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１,
０
5
０
円
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

平
成
22
年
12
月
20
日

（月）
〜
1

　

月
6
日

（木）

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

情
報
シ
ス
テ
ム
課

�

23
‐
7
6
1
2

�

23
‐
2
0
0
2

jo
h
o
@
city.sh

in
sh
iro
.lg
.jp

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
1
月
分
〕

平成23年成人式のご案内

文化会館

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

体育館 市役所

会場案内図

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
の
一

般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。

所
在
地
・
地
目
・
地
積

・
新
城
市
長
篠
字
竹
下
11
番
１

　
（
雑
種
地　

3
8
1.
０
０
平
方

　

メ
ー
ト
ル
）

・
新
城
市
長
篠
字
竹
下
11
番
14

　
（
宅
地　

０.
5
7
平
方
メ
ー
ト

　

ル
）

※
隣
接
の
た
め
、
一
団
の
土
地
と

　

し
て
売
却
予
定

予
定
価
格
（
最
低
入
札
価
格
）　

　

１
６,
２
７
４,
０
5
０
円

　

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
、
入
札
参
加
資
格
申
請
を
ご

　

提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　

平
成
22
年
12
月
16
日

（木）
〜
１

　

月
11
日

（火）

　

入
札
参
加
資
格
の
申
請
に
必
要

　

な
書
類
な
ど
は
、
財
政
課
ま
た

　

は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地

　

域
振
興
課
に
置
い
て
あ
り
ま

　

す
。

市
有
財
産
の
一
般
競
争
入
札

財
政
課

　

23
‐
7
6
1
6

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
災

害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
住

民
の
自
発
的
な
防
災
活
動
の
重
要

性
が
広
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
毎
年
１
月
15

日
か
ら
１
月
21
日
ま
で
を
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
、
１

月
17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
新
城
市
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
営
な
ど
の
演
習
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
、
復
興
時
の
活
動
だ
け

で
な
く
、
災
害
発
生
に
備
え
る
こ

と
も
大
切
な
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。
自
主
防
災
組
織
な
ど

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、
災

害
に
対
す
る
備
え
と
対
応
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
と
考
え
、
話
し
合
っ

た
り
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
月
17
日
は「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」

防
災
対
策
課

�

22
‐
4
8
0
4

�

22
‐
4
8
0
2

　
　

bosai@
city.shinshiro.lg.jp

★2011年が皆さまにとってよき年でありますように★

つ
る
は
し
へ
る
め
っ

と

ほ
ほ
え
み
て
い　
　

　

た

も
う
も
う
て
い

き
っ
て
い

ぽ

す

と

こ

ろ

び

や

ね
ん

ざ

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方
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 おめでとうございます。今年も皆さん
のご利用を心よりお待ちしています。
　新年は４日(火)から開館します。4日
のみ、午後５時で閉館となります。

おすすめ本の紹介
「ほかげ橋夕景」
山本一力／著　文藝春秋

　祝言が決まったころか

ら冷たくなった無口な父

親と、それを気に病む二

人暮らしの娘との絆を描

く表題作や、清水の次郎

長の晩年を描いた一編な

ど、バラエティ豊かで情

緒たっぷりの人情時代小説８編です。

「ねずみのふわふわけいと」　
かさいまり／文・絵　教育画劇

　はずかしがりやでひと

りぼっちのねずみくん。

雪の中、毛糸で遊ぶうち、

毛糸はもつれ、ビショビ

ショに…。でもおかげで、

友だちができて…。

　今の季節にぴったり！

とてもかわいくてやさしい絵の、胸が

ほんわかあたたかくなる絵本です。

　１月からＮＨＫ大河ドラマ「江～姫た
ちの戦国」が始まります。信長の妹・お
市の３女である江の波乱の生涯が描かれ

ます。

　原作のほか、江(お督・お江与)を描いた

小説や、江をめぐる人々、戦国時代に関

する本を集めますので、ご利用ください。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

救
急
車
を
呼
ぶ
前
に

事
件
・
事
故 

緊
急
時
に
は
1　10
番

〜
安
心
を
支
え
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

♯
9
1
1
0
〜

　

１
月
10
日
（祝）
は
「
110
番
の
日
」

で
す
。
110
番
は
、
緊
急
時
専
用

の
電
話
で
す
。

　

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・

苦
情
や
各
種
照
会
な
ど
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
や
警
察
相
談
専
用
電

話
（
♯
9
1
1
0
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
強
盗
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
、

　

目
撃
し
た
。　
　
　
　
　

◎
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
遭
っ
た
、

　

ひ
っ
た
く
り
を
目
撃
し
た
。　

◎
見
か
け
な
い
人
が
、
家
の
中
を

　

の
ぞ
い
て
い
る
。

◎
指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た
人

　

を
見
か
け
た
。　

◎
ひ
き
逃
げ
事
故
に
遭
っ
た
、
ひ

　

き
逃
げ
事
故
を
目
撃
し
た
。

　

こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
落
ち
着
い

て
110
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
で
救
え
る
命
を

守
ろ
う

　

近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出

動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
を
要
請
し
た
約
半
数
は
、

入
院
の
必
要
が
な
い
軽
症
者
で
す
。

救
急
件
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
車
の
不
在
時
間
が
多
く
な
り
、

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
１
分

１
秒
を
争
う
生
命
の
危
険
の
あ
る

方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

例
え
ば「
風
邪
を
ひ
い
た
」「
歯

が
痛
む
」「
打
撲
・
突
き
指
を
し
た
」

な
ど
、
緊
急
性
が
低
く
、
軽
い
症

状
の
場
合
に
は
救
急
車
を
要
請
す

る
前
に
一
度
、
本
当
に
救
急
車
が

必
要
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
以
外
に
自
家
用
車
や
有

料
タ
ク
シ
ー
、
公
共
交
通
機
関
な

ど
の
搬
送
方
法
を
利
用
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
不
安
を
感
じ
た
り
、

救
急
車
が
必
要
と
感
じ
た
な
ら
、

迷
わ
ず
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
は
、す
ぐ
に

119
番

・
急
に
倒
れ
た
、
意
識
が
な
い

・
息
苦
し
い
、
呼
吸
が
な
い

・
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛

・
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

・
け
い
れ
ん
が
続
く
と
き　

な
ど

　

市
で
は
、
本
年
度
市
勢
要
覧
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
秘
書
広
報
課

ま
た
は
市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署　

22
‐
0
1
1
0

消
防
署　
　

22
‐
1
1
1
9

市
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
し
た

秘
書
広
報
課

　

23
‐
7
6
2
3

新城図書館 　23‐2333　24‐3415

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。

後日自宅に郵送。

ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊ま

で鳳来・作手各総合支所へ届けます。

開館時間　午前９時～午後８時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人８冊まで（15日間）

新城図書館のご案内

「江～姫たちの戦国」を特集します

　

寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
暖
房
の

燃
料
と
し
て
灯
油
を
扱
う
機
会
や

食
卓
の
鍋
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を

使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
一
般
家
庭
に
お
い
て
な

じ
み
の
深
い
危
険
物
で
あ
る
灯
油

や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
つ
い
て
、

そ
の
説
明
と
火
災
予
防
上
の
注
意

す
る
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

危
険
物
の
性
質

　

一
般
家
庭
で
使
わ
れ
る
灯
油
や

保
管
さ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
に
は
次
の

よ
う
な
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
低
い
温
度
で
も
可

燃
性
の
蒸
気
を
発
生
し
、
マ
ッ
チ

や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
非
常
に
小
さ

な
火
で
も
簡
単
に
引
火
し
ま
す
。

灯
油
も
、
一
定
の
温
度
以
上
に
加

熱
さ
れ
る
と
ガ
ソ
リ
ン
と
同
様
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
可
燃
性
の

蒸
気
は
空
気
よ
り
重
く
、
床
面
や

低
い
所
に
溜
ま
り
、
傾
斜
に
沿
っ

て
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

思
わ
ぬ
所
の
火
気
に
よ
り
引
火
し

て
火
災
を
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
は
水

に
溶
け
ず
、
水
よ
り
軽
い
性
質
が

あ
る
た
め
、
水
に
浮
い
て
広
が
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
火
災
の
際
に

水
に
よ
る
消
火
で
は
、
火
が
広
が

る
の
み
で
、
か
え
っ
て
消
火
を
困

難
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
危
険
性
の
あ
る

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
や

保
管
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

取
り
扱
う
と
き
に
注
意
す
る
こ

１
火
気
の
近
く
で
は
取
り
扱
わ
な

　

い
。

２
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
灯
油
を

　

補
給
す
る
場
合
は
、
石
油
ス
ト

　

ー
ブ
な
ど
の
火
は
必
ず
消
し
、

　

あ
ふ
れ
出
な
い
よ
う
に
注
意
し

　

な
が
ら
、
そ
の
場
を
絶
対
に
離

　

れ
ず
に
行
う
。

３
器
具
を
使
用
す
る
前
に
表
示
さ

　

れ
て
い
る
注
意
事
項
を
必
ず
読

　

む
。

４
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
を
間
違
わ
な

　

い
よ
う
に
す
る
。

　
保
管
す
る
と
き
に
注
意
す
る
こ
と

１
必
要
以
上
に
買
い
だ
め
し
な
い
。

２
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も

　

の
、
ま
た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製

　

で
安
全
性
に
係
る
基
準
適
合
性

　

表
示
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の

　

を
使
用
し
、
必
ず
栓
を
し
っ
か

　

り
締
め
て
密
閉
す
る
こ
と
。

３
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所

　

か
ら
遠
ざ
け
て
、
直
射
日
光
を

　

避
け
た
冷
暗
所
と
す
る
。

４
地
震
時
に
容
器
が
転
倒
し
た
り
、

　

落
下
物
に
よ
っ
て
容
器
が
破
損

　

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
つ
い
て

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
い
う
と
、

冬
の
鍋
料
理
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

が
、
防
災
用
品
と
し
て
も
見
直
さ

れ
、
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
時

な
ど
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
使
い
や
す
い
半
面
「
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
」
に
よ
る
事
故
も

少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ボ
ン
ベ
の
爆

発
事
故
に
よ
り
重
篤
な
被
害
に
な

る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
限
定
の
使
用
や
不

慣
れ
な
使
用
に
よ
る
事
故
が
発
生

す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
使
用
・
保
管
時
に
注
意
す
る
こ
と

１
取
扱
説
明
書
の
と
お
り
、
正
し

　

く
セ
ッ
ト
し
、
ガ
ス
臭
や
音
な

　

ど
の
発
生
が
な
い
か
を
確
認
す

　

る
。

２
長
期
間
使
用
し
て
い
る
カ
セ
ッ

　

ト
コ
ン
ロ
は
微
妙
な
変
形
や
部

　

品
劣
化
の
可
能
性
が
あ
る
た

　

め
、
装
着
時
に
は
、
特
に
ガ

　

ス
漏
れ
に
注
意
す
る
。

３
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
高
温
に
な

　

り
、
爆
発
す
る
危
険
性
が
あ
る

　

の
で
、
次
の
使
い
方
は
し
な

　

い
。

①
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
収

　

納
カ
バ
ー
に
少
し
で
も
か
ぶ
る

　

よ
う
な
大
き
な
鍋
や
鉄
板
を
使

　

わ
な
い
。

②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
２
台
以
上

　

並
べ
て
使
用
し
な
い
。

③
空
に
な
っ
た
ボ
ン
ベ
を
火
気
や

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
熱
源
の
近
く

　

に
置
か
な
い
。

4
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
に
ボ
ン
ベ

　

を
保
管
す
る
と
、
さ
び
が
生
じ

　

て
劣
化
し
、
破
裂
す
る
こ
と
も

　

あ
る
の
で
、
湿
気
に
注
意
す
る
。

５
使
用
後
は
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を

　

外
し
て
保
管
す
る
。

　

廃
棄
す
る
と
き
に

　

注
意
す
る
こ
と

１
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

　

缶
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、
必
ず

　

中
身
を
使
い
切
る
。

２
ガ
ス
抜
き
は
、
湯
沸
し
器
や
ガ

　

ス
コ
ン
ロ
、
た
ば
こ
な
ど
と
い

　

っ
た
火
気
の
な
い
風
通
し
の
よ

　

い
屋
外
で
行
い
、
ガ
ス
の
噴
射

　

音
が
し
な
く
な
っ
た
ら
、
し
ば

　

ら
く
し
て
再
度
行
な
い
、
ガ
ス

　

が
出
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

　

す
る
。

消
防
総
務
課

　

22
‐
4
8
0
2

身
近
な
危
険
物
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

基準適合性表示

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

今
回
の
申
請
は
、
１
月
か
ら
３

月
ま
で
に
設
置
工
事
を
行
う
も
の

を
１
月
４
日
（火）
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
３
月
31
日
（木）
ま

で
に
完
了
検
査
が
で
き
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

下
水
道
課

　

23
‐
7
6
4
4

地
域
整
備
課

　

32
‐
1
9
8
8

地
域
整
備
課

　

37
‐
2
2
9
8

やまもといちりき

ごう え　よ

ごう
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平
成
19
年
７
月
に
連
載
が
ス
タ
ー

ト
し
た
ほ
の
か
診
察
室
は
、
第
1
話

が
痔
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の

な
か
で
「
痔
」
と
い
う
表
現
は
、
肛

門
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
状
を
総
称
す
る

言
葉
で
、
肛
門
３
大
疾
患
と
し
て
は

痔
核
（
一
般
的
に
い
ぼ
痔
・
脱
肛
）
、

裂
肛
（
一
般
的
に
切
れ
痔
）
、
肛
門

周
囲
膿
瘍
・
痔
瘻
（
一
般
的
に
は
腫

れ
痔
）
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
な
か
で
最
も
多
い
疾

患
で
あ
る
痔
核
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
す
。
肛
門
と
直
腸
下
端
の
周
辺
に

は
網
の
目
の
よ
う
な
静
脈
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
静
脈
が
ふ
く
膨
ら
ん
で
こ

ぶ
状
に
な
っ
た
も
の
（
静
脈
瘤
）
が

痔
核
の
本
体
で
す
。
肛
門
へ
の
負
担

が
重
な
る
と
、
痔
核
が
腫
れ
、
ま
た

痔
核
を
支
え
る
組
織
（
支
持
組
織
）

が
弱
く
な
り
、
痔
核
が
肛
門
の
外
に

出
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
肛

門
よ
り
痔
核
が
直
腸
側
に
で
き
る
も

の
を
内
痔
核
、
肛
門
の
外
側
に
で
き

る
も
の
を
外
痔
核
と
い
い
、
さ
ら
に

肛
門
の
外
側
に
大
き
く
飛
び
出
し
た

も
の
を
脱
肛
と
い
い
ま
す
。
痔
核
の

症
状
は
、
下
着
に
血
液
が
付
着
す
る
、

排
便
時
に
痛
み
が
あ
る
、
肛
門
か
ら

な
に
か
飛
び
出
し
て
く
る
、
残
便
感

が
あ
る
、
排
便
後
お
し
り
を
拭
く
と

紙
に
血
液
が
付
着
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

日
本
人
の
3
人
に
1
人
は
痔
主
さ

ん
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
類

が
垂
直
歩
行
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
原
因
で
、
肛
門
が
心
臓
よ
り

も
低
い
位
置
と
な
り
、
静
脈
に
か
か

る
圧
力
が
高
く
な
り
血
液
が
肛
門
に

う
っ
滞
し
や
す
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

四
つ
ん
這
い
の
動
物
に
は
痔
核
が
な

い
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
長
時

間
立
ち
っ
ぱ
な
し
や
、
座
り
っ
ぱ
な

し
の
生
活
習
慣
は
痔
核
を
発
生
さ
せ

る
と
考
え
ら
れ
、
排
便
時
の
強
い
い

き
み
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま

た
加
齢
と
と
も
に
、
肛
門
の
支
持
組

織
が
弱
く
な
り
、
痔
核
が
肛
門
外
に

脱
出
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
酒
・
辛

子
や
胡
椒
な
ど
の
刺
激
物
の
と
り
す

ぎ
は
、
出
血
や
腫
れ
を
憎
悪
さ
せ
ま

す
。
女
性
は
妊
娠
・
出
産
で
悪
化
し

ま
す
。

　

痔
核
の
治
療
に
は
、
内
服
や
座
薬

な
ど
に
よ
る
保
存
的
治
療
や
手
術
療

法
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
、
「
ジ
オ

ン
注
」
に
よ
る
硬
化
療
法
が
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
脱
出
を

伴
う
内
痔
核
に
ジ
オ
ン
と
い
う
硬
化

剤
を
注
射
し
て
、
痔
の
血
液
の
流
れ

を
止
め
、
痔
を
硬
く
し
て
粘
膜
に
癒

着
・
固
定
さ
せ
る
治
療
法
で
、
当
院

で
も
始
め
て
い
ま
す
。
ジ
オ
ン
注
を

投
与
す
る
前
に
、
下
半
身
だ
け
に
効

く
麻
酔
を
行
い
、
肛
門
周
囲
の
筋
肉

を
緩
め
注
射
し
や
す
く
し
ま
す
。
複

数
の
痔
核
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

に
投
与
し
ま
す
。
治
療
後
は
早
い
時

期
に
痔
核
へ
流
れ
込
む
血
液
の
量
が

減
り
出
血
が
止
ま
り
、
脱
出
の
程
度

も
軽
く
な
り
ま
す
。
１
週
間
か
ら
１

カ
月
程
度
で
痔
核
が
徐
々
に
小
さ
く

な
り
、
引
き
伸
ば
さ
れ
て
い
た
支
持

組
織
が
元
の
位
置
に
癒
着
・
固
定
し

て
、
脱
出
が
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

痔
核
を
切
除
す
る
手
術
と
違
っ
て
、

痛
み
を
感
じ
な
い
部
分
に
注
射
す
る

の
で
、
痛
み
は
少
な
く
、
ま
た
切
除

し
な
い
の
で
出
血
も
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ま
せ
ん
。
入
院
期
間
も
術
後
１
〜

３
日
間
と
短
く
、
早
い
社
会
復
帰
が

期
待
で
き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
切
り

た
く
な
い
方
や
、
合
併
症
の
あ
る
方

に
は
良
い
方
法
で
す
。
た
だ
し
、
切

除
す
る
と
い
う
根
治
手
術
で
は
な
い

た
め
再
発
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
痔
核
の
種
類
や
重
症
度
で
使

え
な
い
場
合
や
切
除
に
併
用
す
る
場

合
が
あ
り
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

痔
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
度
受
診
す
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
痔
主

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
痔
の

症
状
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
大
腸
癌
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
痔
主
の
方
は
一

度
、
専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
３
人
に
１
人
は
痔
主
さ
ん
、

朗
報
で
す
よ
！

新城市民病院
　　　消化器科・外科

　　　診療部長　横井佳博

じ　

か
く

だ
っ
こ
う

れ
っ
こ
う

し
っ

た
い

か
ん

ふ
く

じ
ょ
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

ふ

ゆ

ち
ゃ
く

こ
ん　

ち

が
ん

ば

の
う
よ
う

じ　

ろ
う

は

じ
ぬ
し

よ こ い よ し ひ ろ
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

　

1
月
27
日

（木）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

1
月
28
日

（金）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
22
年
3
月
〜
6
月
生
ま

　

れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

　

1
月
24
日

（月）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
21
年
11
月
〜
平
成
22
年

　

2
月
生
ま
れ
ま
で
の
幼
児
と
そ

　

の
保
護
者

　

手
づ
く
り
お
や
つ
や
遊
び
方
の

　

実
習
な
ど

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

と
こ
と
こ
幼
児
教
室（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

2
月
10
日

（木）　

午
前
実
施

　

（
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施
）

　

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん

　

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

前
立
腺
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　

ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　

す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の

　

方
が
対
象
で
す
。（
単
独
受
診

　

で
き
ま
す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診

　

は
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　

を
行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　
　

１,
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん 
 
 
 
　
　

300
円

　

乳
が
ん　
　
　

１,
3
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１,
4
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　
　

800
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　
　
　

500
円

※
今
年
度
集
団
が
ん
検
診
の
最
終

　

回
で
す
。
平
成
22
年
４
月
以

　

降
未
受
診
の
方
は
ぜ
ひ
受
診
し

　

て
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

医
師
講
話
・
増
え
続
け
る
糖
尿
病

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
の
関
係
〜（
要
申
込
）

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

1
月
6
日

（木）

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時　
　

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

1
月
11
日

（火）

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時　

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
創
作

　

活
動
な
ど

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　

不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　

一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

　

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

　

不
妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用

　

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　

不
妊
治
療
を
受
け
夫
婦
の
年

　

間
所
得
金
額
が
730
万
円
未
満

　

の
方

限
度
額　
　

５
万
円

助
成
期
間　
　

２
年

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
２
月
ま

　

で
の
自
己
負
担
額
を
、
３
月

　

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
新
城
保
健
セ
ン
タ

　

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。 作

手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

糖
尿
病
と
メ
タ
ボ
に
つ
い
て

専
門
医
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
ま
す
。

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
１
日

（火）

 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

 

む
ら
ま
つ
内
科

 

村
松

学

先
生
ほ
か

 

講
話
・
座
談
会

　

第
１
回　

１
月
20
日

（木）

　

第
２
回　

２
月
17
日

（木）

　

第
３
回　

３
月
17
日

（木）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体

　

操
な
ど

　

妊
婦
と
そ
の
家
族

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　

水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま 

　

す
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も

　

可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳

を
対
象
の
年
齢
の
方
に
送
付

し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
は
３
月
31
日

（木）
が
有
効
期

限
で
す
。
早
め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

中
学
1
年
生
・
高
校
3
年

生
の
年
齢
の
方
で
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

冬
休
み
を
利
用
し
て
１
月
31

日
（月）
ま
で
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し

ょ
う
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
に
つ
い
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接
種

（
要
申
請
）

む
ら
ま
つ　

ま
な
ぶ
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皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
な
ど
か
ら
分

別
排
出
さ
れ
る
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
）

は
、
市
や
業
者
の
収
集
車
な
ど
で
種
類

別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
施
設
へ
運
ば
れ

ま
す
。

 

可
燃
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
し
、
資
源
に
な
る
も
の
は
回
収
業

者
な
ど
を
通
じ
て
資
源
化
、
不
燃
ご
み

は
鳥
原
埋
立
処
分
場
で
選
別
・
破
砕
し

て
い
ま
す
。

 

そ
の
後
、
焼
却
に
よ
り
出
た
灰
や
資

源
に
な
ら
な
い
も
の
は
、
埋
立
処
分
場

で
埋
め
立
て
し
ま
す
。

 

こ
う
し
た
ご
み
の
収
集
処
理
に
関
し

て
、
昨
年
度
に
掛
か
っ
た
経
費（
歳
出
）

の
総
額
は
約
７
億
４,
２
８
８
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

 

一
方
、
歳
入
に
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
や
鳥
原
埋
立
処
分
場
へ
搬
入
さ
れ
た

ご
み
の
処
理
手
数
料
、
古
紙
や
金
属
類

を
業
者
へ
売
却
し
て
得
ら
れ
た
収
入
な

ど
が
あ
り
、
総
額
で
約
４,
１
９
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
た
め
、
歳
出
額
か
ら
歳
入
額
を

差
し
引
い
た
約
７
億
円
は
一
般
財
源
か

ら
の
負
担（
税
負
担
）と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
経
費
を
市
民
一
人
当
た
り
の
経

費
に
換
算
す
る
と
、
年
間
で
約
１
３,

５
０
０
円
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
経
費

が
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ご
み
を
減
量
の
た
め
に
は
、
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
も
た
く
さ
ん

の
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。

 

ご
み
の
減
量
や
ご
み
処
理
経
費
を
削

減
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ

し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前

②
住
所
③
電
話
番
号
④
写
真
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
希
望
の
方
）
を

生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　

生
活
衛
生
課
あ
て

　

clean-center@
city.shinshiro.lg.jp

　

22
‐
0
5
2
1

　

市
で
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
家

具
や
電
気
製
品
な
ど
の
粗
大
ご
み
を
自

宅
ま
で
収
集
に
伺
う
「
戸
別
収
集
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
施
設
へ
の
運
搬
方
法
が
な
い
な

ど
、
お
困
り
の
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
申
込
方
法
】

　

生
活
衛
生
課
へ
電
話
申
し
込
み

【
料
金
】

　

粗
大
ご
み
１
個
に
つ
き
800
円

※
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷

　

蔵
庫
の
４
品
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
と

　

収
集
運
搬
料
金
２,
０
０
０
円
（
冷

　

蔵
庫
は
３,
０
０
０
円
）
が
必
要
で

　

す
。

【
収
集
日
】

　

申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
証
紙
（
粗
大
ご
み
処
理
券
）

販
売
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

戸
別
収
集
の
申
し
込
み
を
し
た
方
は
、

市
が
指
定
す
る
販
売
店
で
市
証
紙
（
粗

大
ご
み
処
理
券
）
を
購
入
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
こ
の
販
売
店
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

販
売
手
数
料
は
、
販
売
金
額
の
６
％

で
す
。

　

ご
希
望
の
店
舗
は
、
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
生
活
衛
生
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
月
の
資
源
回
収
日
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

１
月
２
日

（日）
は
年
始
休
み
に
な
る

た
め
、
一
部
の
地
区
で
１
月
の
資
源

回
収
日
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
家
庭
に
お
配
り
し
た

「
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【収集運搬費】
  家庭から出た可燃ごみ・資源・不燃ごみなどを収 
  集運搬する経費
【中間処理費】
  収集した可燃ごみを焼却するための経費（クリー 
  ンセンターの運転や設備の維持管理費など）、再 
  生処理のための委託費、不燃ごみを破砕処理する
  経費など
【最終処分費】
  焼却灰や不燃ごみを埋め立て処理する経費や埋立 
  処分場の水処理施設の維持管理費など
【人件費】
  一般職員や臨時職員の給与、保険、退職金など
【そのほか】
  生活環境委員報酬、資源回収報奨金、生ごみ処理
  器等補助金、最終処分場の調査費など

注1）経費には、毎年度必要な経常経費のみではな 
        く、職員の退職金や収集車輌の購入費、埋立 
        処分場の残余量調査費など、単年度に限られ 
        た経費も含んでいます。これら単年度のみの 
         経費を除いた経常経費は約6億7千万円でし     
        た
注2）人件費のうち、ごみ処理以外の業務を兼務す
        る職員に関しては、それぞれの職員の仕事量
        などを基に案分しています
注3）経費には、ごみ処理施設の建設による債務償  
        還費は含んでいません

【廃棄物処理手数料(可燃ごみ)】
  クリーンセンターに搬入されたごみの処理手数料
【廃棄物処理手数料(不燃ごみ・粗大ごみ)】
  鳥原埋立処分場に搬入されたごみの処理手数料
【資源物売却収入】
  資源回収日などに集められた古紙や金属類の売却
  収入
【そのほか】
  焼却灰の処理費用や各種許可手数料など

ご
み
の
処
理
に
は
ど
の
く
ら
い
経
費
が
か
か
る
の
？

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
パ
ン
こ
ね
機
（
餅
付
き
機
で
も
可
能
）

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
新
城
市
の
環
境
」の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
③

「
新
城
市
の
環
境
」の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
③

　

市
で
は
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
、
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の
環
境
」

を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
広

報
ほ
の
か
９
月
号
に
続
き
、
市
の
環
境

の
取
り
組
み
や
報
告
書
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
市
民
が
つ
な
ぐ 

山
の
湊 

創
造

都
市
」
は
、
市
の
総
合
計
画
で
掲
げ
る

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
で
す
。
こ
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
環
境
基
本
計
画

で
は
５
つ
の
「
わ
た
し
た
ち
の
環
境
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
平
成
21
年
度
版
の
環
境
報
告
書
か

ら
、
こ
の
５
つ
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
に

沿
っ
た
構
成
と
し
、
市
の
施
策
や
現
況

な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
３

「
交
流
と
教
育
・
文
化
の
ま
ち
」

　

こ
こ
で
は
【
環
境
教
育
拠
点
の
整
備
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
主
に
「
鳳
来
寺
山

自
然
科
学
博
物
館
」
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
や
展
示
な
ど
を
説
明
し

て
い
ま
す
。
鳳
来
寺
山
を
中

心
と
し
た
奥
三
河
の
自
然
に

関
す
る
展
示
、
足
元
の
自
然
を
テ
ー
マ

に
し
た
特
別
展
、
野
外
学
習
会
、
子
ど

も
向
け
自
然
講

座
、
現
地
見
学

ツ
ア
ー
な
ど
の

活
発
な
活
動
状

況
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

環
境
学
習
と
し

て
毎
年
実
施
し

て
い
る
「
親
と

子
の
走
る
環
境
教
室
」
に
つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
【
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
や
建

造
物
の
保
持
】
と
し
て
、
市
内
の
指
定

文
化
財
の
状
況
を
一
覧
表
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
年
々
見
学
者

が
増
加
し
て
い
る
「
中
央
構
造
線
長
篠

露
頭
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
【
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

と
の
交
流
】
で
は
、
公
募
の
市
民
実
行

委
員
会
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

新
城
」
の
開
催
や
森
林
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

を
中
心
と
し
た
講
習
会
の
開
催
に
つ
い

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
新
城
市
の
環
境
（
平
成
21
年
度
版
）

　

は
、「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
ふ
る
さ
と

　

情
報
館
（
文
化
会
館
内
）」「
環
境
課

　
（
市
民
体
育
館
一
階
）」
で
閲
覧
で
き

　

ま
す
。
ま
た
、
環
境
課
で
行
う
「
し

　

ん
し
ろ
エ
コ
･
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で

　

も
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
処
理
に
は
ど
の
く
ら
い
経
費
が
か
か
る
の
？

平成21年度に購入したクレーン車

平成21年度　ごみ処理経費の内訳
（歳入　　4,196万円）

（歳出　7億4,288万円）

資源物売却収入
592万円

廃棄物処理手数料
（不燃ごみ・粗大ごみ）

656万円

そのほか
2,541万円

人件費
1億8,109万円

収集運搬費
7,499万円

中間処理費
4億1,817万円最終処分費

4,322万円

廃棄物処理手数料
（可燃ごみ）
2,828万円

そのほか　120万円

【市民１人当たりのごみ処理経費計算式】
7億円÷52,000人＝13,461円≒13,500円

ひ　

と

み
な
と
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皆さんからの情報をお待ちしています

文化課　　23‐7655

とうせん桜里山プロジェクト
   35‐0348
   sakura@tousenji.or.jp
   http://www.tousenji.or.jp/

新城ガールスカウト
代表　青木光子　　23‐２８８７

秘書広報課　　23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

わがまちの文化財・施設紹介わがまちの文化財・施設紹介

長
篠
・
設
楽
原
鉄
砲
隊

　

長
篠
戦
役
設
楽
原
決
戦
場
跡（
市
指
定

‥
史
跡
）と
そ
の
一
角
に
あ
る
設
楽
原
歴

史
資
料
館
は
、
地
域
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
一
つ
の
団
体
で
あ
る
「
長
篠
・
設

楽
原
鉄
砲
隊
」
を
紹
介
し
ま
す
。

戦
没
者
供
養
の
た
め
に

　

毎
年
７
月
上
旬
の「
設
楽
原
決
戦
場
ま

つ
り
」に
、
馬
防
柵
再
現
地
で
火
縄
銃
の

演
武
が
長
篠
・
設
楽
原
鉄
砲
隊
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
演
武
が
始
ま
る

と
き
に
、
鉄
砲
隊
の
菅
谷
哲
也
隊
長
は

必
ず
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
ま
す
。

　
「
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
将
士
の
霊
を
慰
め
る
た
め

に
、
我
々
は
ま
ず
礼
射
を
行
い
ま
す
」

　

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
と
同
時
に
、

火
縄
銃
の
演
武
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

戦
没
者
に
対
す
る
供
養
の
心
を
大
切
に

守
っ
て
い
る
の
で
す
。

鉄
砲
隊
の
心
得

　

「
一
放
・
一
念
火
ぶ
た
切
り
、
一
音
・

一
供
の
浄
の
音
放
つ
」
を
胸
に
演
武
に

臨
ん
で
い
ま
す
。

鉄
砲
隊
の
目
的

①
「
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
」
で
亡
く

　

な
ら
れ
た
将
兵
た
ち
の
「
供
養
・
鎮

　

魂
」
と
「
平
和
」
を
祈
る
。

②
砲
術
田
付
・
稲
富
流
を
通
し
て
「
心
・

　

技
・
体
」
の
修
練
を
す
る
。

③
「
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
」、「
火
縄
銃
」、

　

「
武
具
」
な
ど
の
調
査
・
研
究
。

④
歴
史
を
通
し
て
関
係
地
域
と
の
交
流

　

を
深
め
る
。

全
国
で
の
演
武

　

地
元
の
「
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
」

を
は
じ
め
、「
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
」

「
作
手
古
城
ま
つ
り
」「
甲
府
市
武
田
神

社
信
玄
公
ま
つ
り
」な
ど
、
長
篠
・
設

楽
原
の
戦
い
に
関
係
し
た
地
域
を
中
心

に
、
年
間
約
20
回
の
演
武
を
日
本
各
地

（
平
成
22
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
で
も
演
武
）
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　放送大学では、来年度第１学期（４
月入学）の学生を募集中です。
　放送大学は、テレビやラジオの放送
を利用して学ぶ遠隔教育の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学べます。
　働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、さまざまな目
的で幅広い世代、職業の方が学んでい
ます。
出願期間　
　２月28日(月)まで
　資料を無料で差し上げています。お
　気軽に放送大学愛知学習センターへ
　ご請求ください。放送大学ホームペ
　ージでも受け付けております。

　杉山になってしまった海老の山を里山とし
て再生します。山桜を中心とした広葉樹を植
える植樹会を行います。
　3月6日（日）※小雨決行
　海老小学校校庭
　山桜の植樹会
　１グループ　1,000円
　事前にお申し込みが必要です。1月15日（土）
　までにお申し込みください。
　軍手、スコップ（大きめの）、空のペット
　ボトル

　突然災害が起きて、ガス・電気が使えな
くなった時に、子どもでも簡単にできる非
常食作りをガールスカウトと一緒に体験し
ませんか。
　１月30日（日）午前10時～正午
　新城青年の家
　パッキングライス（アルミ缶ライス）・
   カレー・蒸しパン作り
　小学１年生～高校３年生
　１月25日（火）
　軍手・エプロン・食器を持参してください。

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの
耳寄りな話をお寄せください。

あな
たの
身近
な話題

・とっておきの写真・お知らせ…!!

とうせん桜里山プロジェクト

「植樹会」

57

古
戦
場
と
設
楽
原
歴
史
資
料
館
を
支
え
る
人
々
②

放送大学愛知学習センター　
　052‐831‐1771
　http://www.u-ouj.ac.jp

放送大学4月生

募集のお知らせ

　今年の干支は「うさぎ」です。十二支の

4番目、卯は東の方角、また「卯の刻」は

午前6時ごろを指します。

�表紙の写真の人形は、峯沢ハツ子さん

（新城・東新町）の作品です。この人形

は、昨年の節句まつりで飾られていたもの

です。

今月の表紙

①ごぼうの皮は、たわしで軽くそぎ取り、細かく切り、 
  30 分ほどあく抜きする。
   にんじんは皮をむき、細かく切る。夏は塩３％、冬   
　は５％で１～２日塩漬けする。
②みりん、水あめ、砂糖を火にかけ、溶けたら薄口し
　ょうゆを入れて煮立つ前に火を止める。
③麦麹をたっぷりの水の中に入れて２回水洗いして水
　を切っておく。
④ ②が冷めたらその中に水切りした①の材料を入れ、
　水切りした③と千切りしたしょうがを容器に入れ、
　よく混ぜ合わせる。
⑤ ④を１週間ぐらい漬け込んでから、塩抜きしたなす
　を細かく切って④に混ぜ合わせる。
⑥ 毎日混ぜ合わせ、10 日後くらいから食べられます。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材 料 ◆ 

エネルギー　 3,263kcal
食　　　塩　 50.0g

協力 : 農村輝きネットしんしろ

　「なめ味噌」ともいわれる郷土食で、食糧事情
の悪い昔、特に厳寒期には栄養価が高い長期保存食、
なくてはならないおかずとして多くの家庭で食さ
れてきました。
　夏場の野菜を塩漬けして保存し、冬場の野菜が
少なくなるころに、冬の根物野菜と塩漬けした夏
野菜を塩抜きして混ぜ合わせ、その中に麦麹と調
味料を入れてつくられました。麦麹は、栽培され
ていた小麦を蒸して、土間に敷いたむしろの上で
麹菌と混ぜて作られ、近所の女性たちの共同作業
として行われました。

麦麹　　       500g
薄口しょうゆ300cc
みりん　      300cc
砂糖　　　 　200g
水あめ　　　　適量
ごぼう          150g
にんじん       350g
しょうが　　   適量
塩漬けなす　   50g

「食育を推進しています」毎月19日はおうちでごはんの日

金山寺味噌  金山寺味噌  

災害時の
非常食作りに
参加しませんか

災害時の
非常食作りに
参加しませんか

す
が

や

て
つ

や

た

づ
け

い
な
と
み

あお き みつ こ

き ん ざ ん じ

こうじ
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　

22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

ref.aich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

の
午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で

小
児
の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　

＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　
　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　

午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

 
 

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事 
 
 

務

製 
 
 

造

全
職
種
計

60
人

37
人

35
人

162
人

502
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の

機
関
の
た
め
す
べ
て
無
料

で
す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ

　

イ
ス

求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談 ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
22
年
10
月
末
現
在

21年 27

30

3

1

1

0

42

32

－10

43

33

－10

106

93

－13

22年

増減

11月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

254

271

17

4

3

－1

328

334

6

332

337

5

1,103

1,105

2

21年

22年

増減

分

累計
11月末
現在

1月1月
相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ � 申し込み・問い合わせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談窓口

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第１会議室

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

1/17（月）　午前9時　（要予約）

1/17（月）　午前10時　（要予約）

1/13(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

1/13（木）午前10時～午後3時※11日（火）正午までに要予約

1/28（金）午前10時～午後3時※26日（水）正午までに要予約

1/12（水）、26（水）　午後1時～4時（要予約）

1/6（木）　午後1時～4時

1/19（水）　午後1時～4時

1/11（火）　午後1時～4時

1/14（金）　午後1時～4時

1/12（水）　午後1時30分～3時30分

1/26（水）　午後4時～8時　（要予約）

1/11（火）、25（火）午前10時30分～午後2時30分

1/20（木）　午後6時～8時

1/18（火）　午後1時～4時　（要予約）

1/19（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

1/14（金）、28（金）　午後1時～4時

1/11（火）　午後1時～4時

1/19（水）　午後1時～4時

1/25（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

1/15（土）　午前9時～正午　（要予約）

1/8（土）　午前9時～正午　（要予約）

1/22（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-7620

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

37-2289
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山崎富義さん（新城・川田）

こちらには日本が過去に置いてきたものがあります
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放し飼いのアヒル

食事風景田園風景

ノイバイ国際空港

　

50
歳
代
半
ば
で
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
海

外
勤
務
、
事
前
の
知
識
も
旧
フ
ラ
ン
ス

植
民
地
、
17
度
線
、
ベ
ト
コ
ン
程
度
で

生
活
習
慣
・
環
境
に
適
応
で
き
る
か
ど

う
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
赴
任
し
て
２

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
最
初
に
び
っ
く
り
し
た
こ

と
が
、
首
都
ハ
ノ
イ
の
ノ
イ
バ
イ
国
際

空
港
が
と
て
も
小
さ
い
こ
と
と
、
名
古

屋
直
行
便
が
な
い
（
今
は
週
４
便
）
こ

と
で
し
た
。
市
内
に
入
る
と
110
cc
の
日

本
製
の
バ
イ
ク
に
占
拠
さ
れ
た
道
路
は
、

み
ん
な
逆
走
や
中
央
線
、
信
号
が
な
い

か
の
ご
と
く
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

郊
外
に
通
じ
る
幹
線
道
路（
ハ
ノ
イ　

ハ
イ
ホ
ン
）
は
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
オ

ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、
馬
車
が
往
来
す

る
独
特
の
空
間
で
す
。
そ
し
て
私
の
赴

任
先
、
ハ
ノ
イ
か
ら
東
へ
60
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
行
っ
た
ハ
イ
ヅ
ン
（
海
陽
）
市
に

到
着
と
な
る
わ
け
で
す
。
市
街
に
は
、

路
上
に
置
か

れ
た
小
さ
い

テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
で
の
食

事
風
景
や
、

路
上
横
に
放

置
さ
れ
た
ご

み
（
深
夜
に

専
門
の
清
掃

員
が
片
付
け

る
の
で
朝
は
比
較
的
綺
麗
だ
が
夜
歩
く

と
路
上
に
ご
み
の
山
）
か
ら
、
数
匹
の

ね
ず
み
が
驚
い
て
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。

不
思
議
な
も
の
で
、
最
初
は
不
衛
生
で

び
っ
く
り
し
た
路
上
の
食
事
も
、
だ
れ

も
規
則
を
守
ら
な
い
交
通
も
い
つ
の
間

に
か
そ
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

工
場
で
、
若
い
ワ
ー
カ
ー
の
教
育
を

行
っ
て
い
る
と
、
み
ん
な
人
な
つ
っ
こ

く
、
純
朴
な
子
ど
も
た
ち
に
見
え
て
き

て
、
小
学
校
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥

り
ま
す
。（
み
ん
な
農
家
の
子
で
会
社

務
め
の
経
験
が
な
い
）

　

ワ
ー
カ
ー
に
誘
わ
れ
て
田
舎
に
行
く

と
、
家
の
前
の
池
に
放
し
飼
い
に
さ
れ

て
い
る
ア
ヒ
ル
、
庭
を
走
り
ま
わ
る
犬

や
鶏
、
水
田
に
は
水
牛
が
泥
浴
び
、
道

端
の
草
を
食
べ
る
牛
、
玄
関
に
ご
ざ
を

敷
き
中
央
に
料
理
を
囲
ん
で
の
食
事
風

景
な
ど
…
、
ふ
と
小
さ
い
こ
ろ
の
懐
か

し
い
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、

日
本
が
過
去
に

置
い
て
き
た
親

族
の
絆
、
家
族

の
絆
が
今
も
濃

厚
に
残
っ
て
お

り
、
バ
ス
で
は

老
人
に
若
い
人

が
普
通
に
席
を

ゆ
ず
り
、
年
長

者
を
敬
い
老

人
を
い
た
わ

る
こ
と
が
、

普
通
の
社
会

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
公

務
員
相
手
と

な
る
と
話
は

別
次
元
に
な

り
ま
す
。
共
産
党
の
１
党
独
裁
で
法
律

よ
り
も
人
間
関
係
、
人
間
関
係
よ
り
も

共
産
党
が
優
先
さ
れ
、
開
発
途
上
国
の

例
外
に
も
れ
ず
、
何
を
す
る
に
も
賄
賂

が
必
要
で
、
そ
れ
も
組
織
で
公
然
と
要

求
し
ま
す
。
賄
賂
要
求
は
公
務
員
の
特

権
で
、
彼
ら
の
第
２
の
給
与
に
な
っ
て

い
ま
す
。
役
人
に
は
い
く
ら
優
秀
で
も

コ
ネ
が
な
い
と
な
れ
ず
、
高
級
役
人
の

子
ど
も
は
年
若
く
し
て
簡
単
に
高
級
役

人
に
な
れ
ま
す
。
こ
の
不
公
平
な
社
会

を
見
る
時
、
法
で
守
ら
れ
自
由
の
あ
る

日
本
が
特
殊

に
思
え
て
き

ま
す
。
と
同

時
に
い
つ
も
、

自
然
と
法
に

守
ら
れ
た
新

城
の
素
晴
ら

し
さ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま

す
。

わ
い

ろ

やまざきとみよし
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